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   The effect of bunazosin on the lower urinary tract function was studied by combined record-
ing of cystometry and sphincter electromyogram (EMG) in 8 decerebrated dogs. Micturitions were 
induced by bladder filling and microelectrical stimulation of the pons before and after the adminis-
tration of bunazosin. Bunazosin (0.03 mg/kg, i.v.) produced overflow incontinence in 7 of the 8 
dogs and a significant decrease in the contractile response pressure to microelectrical stimulation of 
the pons in 6 dogs. Bunazosin appears to produce a decrease in urethral resistance and to be useful 
for the treatment of the failure of bladder emptying due to high urethral resistance.
Key words: Bunazosin, Lower urinary tract function, Microelectrical stimulation, Pons, Decere-
brated dog
は じ め に
最近,ア ドレナリン作動性作用の下部尿路機能に対
して果たす役割がより明らかにされてきている.た と






















開を加え,気 管 にカニューラを挿入して気道 を確保
し,そ の後,両 側総頸動脈を結紮 した.な お,血 圧を
測定するために右総頸動脈の近位側にはカテーテルを
挿入した.続 いて,下 腹部正中切開を行ない,膀 胱頂
部より2腔 カテーテル13)を膀胱内に挿入 し,一 方の経
路から内圧を測定 し,他 方からは生理的食塩水を注入




断し,さ らに,骨 性テントを除表し,硬 膜を切開して



















を,膀 胱内圧,尿 道括約筋EMG同 時記録法にて観












Fig.i.実 験 方 法 略 図
Table1.成 績 一 覧
膀胱内注入に対する反応 橋電気刺激に対する反応
Na性 体 重 条件 膀 胱容量 最大 内圧 収縮 圧 収縮 反応 圧
mEcmHzocmHzocmHzo



















































































































































































じた.コ ソトロール時には膀胱収縮が生 じた7頭 にお
いても用量が増加するにつれて溢流性尿失禁が生 じや
す くな り,ご0.03mg/kg投 与後にはi頭 のみに膀胱収
縮が認められた.Fig.3に 実験犬No.6の コンh弓
一ル時および0.03m91kg投 与後における膀胱内圧曲












Fig.2.ブ ナ ゾ シ ン投 与 前 後 の排 尿 パ タ ー ン





























Fig.5。 ブ ナ ゾシ ン投 与前 後 の最 大静 止時 内圧 の
変 動
200mmHg














失 禁が 生 じた.尿 道 括 約 筋 の電 気的 活 動 は 膀 胱 収 縮 時
に は抑 制 され,膀 胱 収 縮 の 終 了 時 に は律 動 的 に 増 強 し
た.
r;g.4に 投 与 前 後 の 膀 胱 容 量 の 変 動 を 示 した が,
一 定 の傾 向は 認 め られ なか った .Fig.5に は 投 与 前
後の最 大 静 止 時 内圧 の 変 動 を 示 した が,一 定 の傾 向は
認 め られ な か った.次 に 投 与 後 に膀 胱 収縮 が 生 じた2
頭 の投 与 前 後 の収 縮 圧 の 変 動 を 述べ る.実 験 犬No.i
では コ ン トロ ール,0.003,0.01,0.003.mg!kg投 与 後 に
おい てそ れ ぞれ32,28,20,26cinHzOであ り,実 験
犬No.2で は コ ソ トR一 ル,0.003,0.01mg/kg投
与 後 に お いて,そ れ ぞ れ,14,14,18cmH20であ
った.
最大 膀 胱 容量 時に おけ る橋 の 微 小電 気 刺 激 に対 す る
下 部 尿路 の反 応 は6頭 を 対 象 と して 検 討 した.投 与 前
後の いず れ に お いて も橋 の 微 小 電気 刺 激 に 対 して 内圧
の上 昇 と外 尿道 口か らの 尿 流 出 が 生 じた が,投 与 後
には 内圧 の 上 昇 の 程 度 が 低下 した,rig.6に 実 験 犬
No.6の コ ン トロー ル時 お よびo.03mg/kg投 与 後 に
お け る膀 胱 内圧 曲線,括 約 筋 筋 電 図 同 時 記 録 所 見 を
示 した.50ACAの 微 小電 気刺 激 に 対 す る 収 縮 反 応 圧
が コ ン トロー ル時 に は32cmH20で あ った が,0.03
mg/kg投 与 後 に は16cmH20に 低 下 した.尿 道 括
約筋 の電 気的 活 動 は コ ン トロ ール時 に は刺 激 開 始 に 伴
い抑 制 され,刺 激 終 了時 に は 律 動 的 に 増強 し た が,
0・03mg/kg投 与 後 に は そ の反 応 が 明 らか で は な か っ
た.
Fig.7に 投 与 前 後 の 収縮 反応 圧 の変 動 を 示 した.用
量 に 依存 して 低 下す る 傾 向 が 認 め られ,ま た,0.03
mg/kg投 与 後 に は13.0±7.5(Mean±S・D・)cmHzO
と な り,23.3±8.5cmHzOであ った コ ソ ト ロ ー ル
時 と比較 してpairedttcstで 有 意 に 低 下 し て い た
(p<0.05).
また,血 圧 測 定 は6頭 で 行 な った が,本 剤 の 血 圧















ことはすでに広 く認められている9-12).し か し,排 尿
運動を実際に惹起させて,α 遮断剤の下部尿路機能に















































確とは雷えない.こ の問題に関 しても,今 後,詳 細な
検討を加える予定である,
む す び
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